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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

●「区議会だより」を折り込んであります。
　引き抜いてお読みください。　

　

緑
が
鮮
や
か
に
映
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
最
近
は
、
次
々
と
姿
を
消

す
地
域
の
屋
敷
林
に
心
を
痛
め
る
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。屋
敷
林
が
姿
を
消
す
主
な
要
因
は
、

所
有
者
（
相
続
人
）
に
か
か
る
高
い

相
続
税
の
支
払
い
の
た
め
で
す
が
、

国
へ
の
現
物
（
土
地
）
納
付
の
場
合

で
も
、
樹
木
を
す
べ
て
切
っ
て
更
地

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

さ
て
区
の
緑
被
率
は
、
昭
和　

年
４７

（
１
９
７
２
）
の　

％
か
ら
平
成
９

２４

年
（
１
９
９
７
）
の　

・
６
％
と
減
少

１７

し
続
け
た
も
の
の
、
公
園
の
増
加
や
緑

化
活
動
の
成
果
で
、
確
か
に
平
成　

年
１４

（
２
０
０
２
）
に
は　

％
と
回
復
し
ま

２１

し
た
。
一
方
、
樹
林
地
の
減
少
は
と
ど

ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
の
最
大
の
原

因
は
屋
敷
林
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

杉
並
区
は
そ
の
名
の
通
り
、
か
つ
て

は
樹
林
が
地
域
の
風
景
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
風
景
も
「
今
は
昔
」
の
感
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る

樹
林
地
も　

％
は
屋
敷
林
で
あ
り
、
次

６４

い
で
公
園
林
が　

％
、
神
社
や
お
寺
の

１５

林
が
６
％
の
順
で
、
屋
敷
林
が
い
か
に

杉
並
の
環
境
や
風
景
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
屋

敷
林
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
。
こ
れ

は
将
来
の
杉
並
区
に
と
っ
て
き
わ
め
て

大
切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
区
と
し
て
も
、
当
然
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も

私
は
、
所
有
者
の
方
の
理
解
と
協
力
を

得
て
残
せ
る
よ
う
、
屋
敷
林
の
果
た
す

国
土
保
全
の
面
で
の
重
要
性
に
焦
点
を

当
て
た
相
続
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

新
た
な
税
の
減
免
制
度
の
創
設
を
、
国

や
都
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
区

民
の
皆
さ
ん
や
同
じ
思
い
を
も
つ

他
の
自
治
体
と
も
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
最
近
は
「
百
年

の
計
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、 

杉
並

区
の
樹
林
地
の
３
分
の
２
を
占
め
る
屋

敷
林
が
消
滅
し
た
日
を
想
像
し
て
み
る

と
、「
屋
敷
林
を
守
れ
る
か
」
は
、
ま
さ

に
杉
並
区
の
「
百
年
の
計
」
に
関
わ
る

問
題
と
考
え
ま
す
。

屋
敷
林
を
守
れ
る
か

杉
並
区
長

　

だ
れ
も
が
、
高
齢
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

に
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
核
家
族
化
が
進

み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
え
て
い
く
中
で
、
い
つ
の

間
に
か
、
心
身
の
衰
え
や 
痴  
呆 
ち 
ほ
う

が
進
行
し
、
一
人
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
区
で
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
、
高
齢
者
を
支
援
す

る
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
目
指

し
ま
す
。

ケ
ア　

を
中
心
と
し
た

２４

仕
組
み
作
り

　

区
で
は
、
高
齢
者
の
様
々
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
区
内
に
一

七
カ
所
の
ケ
ア　

を
設
置
し
て

２４

い
ま
す（
下
表
）。
こ
の
ケ
ア　
２４

を
中
心
と
し
た
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

地
域
の
人
々
な
ど
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

声
か
け

　

地
域
に
は
、
高
齢
者
と
ふ
れ

あ
う
機
会
が
多
い
方
々
や
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
人
々
の
中
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
り
、
日
常
的
に
声
か

け
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
に
変

化
が
見
受
け
ら
れ
た
ら
、
本
人

の
了
解
を
得
て
、
ケ
ア　

や
民

２４

生
委
員
、
福
祉
事
務
所
な
ど
へ

連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ん
し
ん
協
力
員
、 

あ
ん
し
ん
協
力
機
関

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
あ
ん
し

ん
協
力
員
、
団
体
な
ど
を
あ
ん

し
ん
協
力
機
関
と
呼
び
ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
、
杉
並
区
町
会
連
合

会
、
杉
並
区
商
店
会
連
合
会
、

杉
並
区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
郵
便
局
、
水
道
局
、
東
京

電
力
�
、
東
京
ガ
ス
�
な
ど
の

団
体
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
団
体
な
ど
か
ら
推

薦
の
あ
っ
た
方
を
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、
講
習
を

受
講
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
実

際
の
活
動
に
入
り
ま
す
。

　

年
度
は
七
カ
所
の 

１６ケ
ア　

で
試
行
し
ま
す

２４

　
　

年
度
は
、
試
行
と
し
て
、

１６
七
カ
所
の
ケ
ア　

（
表
中
※
）

２４

で
実
施
し
、　

年
度
か
ら
区
内

１７

全
域
で
実
施
し
ま
す
。

声
か
け
な
ど
を
希
望
す
る

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

　

声
か
け
な
ど
を
し
て
ほ
し
い

と
希
望
す
る
方
は
、
各
ケ
ア　
２４

へ
。

※
あ
ん
し
ん
協
力
員
は
ヘ
ル
パ

ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

家
事
や
買
い
物
な
ど
は
行
い

ま
せ
ん
。

　
 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

課
、
各
福
祉
事
務
所
（
東
�
５

３
０
６
‐
２
６
１
１
、
西
�
３

３
９
８
‐
９
１
０
４
、
南
�
３

３
３
２
‐
７
２
２
１
）、
各
ケ
ア

　

（
表
※
の
み
）

２４
問

〈在宅介護支援センター（ケア２４）〉　
 所在地・電話番号施設名

西荻南４‐２‐７�３３３３‐４６６８※ケア２４西荻　
阿佐谷北１‐３‐１２�３３３９‐１５８８※ケア２４阿佐谷
和田１‐４０‐１５�３３８０‐００２４※ケア２４和田
高井戸西１‐１２‐１�３３３４‐２４９５※ケア２４高井戸
上井草３‐３３‐１０�３３９６‐００２４※ケア２４上井草
堀ノ内１‐６‐６�５３０５‐７３２８※ケア２４堀ノ内
荻窪５‐２０‐１�３３９１‐０８８８※ケア２４荻窪
松ノ木３‐３‐４�３３１８‐０１５１　ケア２４松ノ木
成田西３‐７‐４�５３０７‐３８２２　ケア２４成田
上荻３‐１６‐６�５３０３‐６８５１　ケア２４上荻
上荻１‐１６‐１６�５３３５‐５８８１　ケア２４荻窪北
下井草２‐４４‐４�５３０３‐５３４１　ケア２４下井草
浜田山１‐３６‐３�５３５７‐４９４４　ケア２４浜田山
久我山３‐４７‐１６�５３４６‐３３４８　ケア２４久我山
永福２‐５０‐１８�５３５５‐３５１８　ケア２４永福

清水２‐１５‐２４�５３０３‐５８２３　ケア２４清水（４月１２
　日新規開設）

高円寺南４‐２７‐１０� ５３０５‐６１５１
（５月１７日から）

　ケア２４高円寺（５月
　１７日開設予定）

急
激
な
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
へ
。

▲ふだんからの声かけが大切です
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るるるるるるるるるるるるるるるる
のののののののののののののののの

ど
う
な
る
の　

住住住住住住住住住住住住住住住住
基基基基基基基基基基基基基基基基
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトト

　

住
基
ネ
ッ
ト

区は、まだ住基ネットに参加してい
ません。「『非通知申出調査』が行わ
れたが、その後どうなっているの
か」「国を相手に訴訟を起こすと聞
いたが本当か」など、多くのお問い
合わせをいただいています。ここで
は、訴訟の問題を中心に、皆さんの
ご質問にお答えします。なお、より
詳しい内容については、区のホーム
ページをご覧ください。また、希望
者には、ホームページ掲載内容の写
しをお送りします。　　　　　　　
――郵送希望の申し込みや問い合
わせは、区民課調整担当へ。

答

訴訟を起こすと聞きました
が、本当ですか？問2

　本当です。ただし、訴訟を起こすには、
議会の議決が必要です。２月の区議会定例

会に「住基ネット受信義務確認等の請求に関する
訴訟の提起について」という議案を提案しました
が、継続審査になりました。今後、議案が可決さ
れれば、国と都を相手に訴訟を起こす予定です。

答

予定している訴訟は、どうい
う内容のものですか？問3

　都に対して、住基ネット受信義務の確認
を、また、国と都に対して、損害賠償金の

支払いを求めるものです。区の送信先である都に、
本人確認情報の受信義務があることを裁判を通じ
て確認し、受信させようとするものです。

答

国や都は、なぜ受信を拒否し
ているのですか？問4

　 区が「本人確認情報」を送信しようとし
ているのは、当面、昨年の調査で「非通知

申出」をしなかった人の分だけです。「非通知申出」
をした人の分については、区長が「住基ネットの
安全性を総合的に確認したとき」に送信すること
とし、除外しています。これを一般に「横浜方式」
と言いますが、国も都も、住民基本台帳法は区民
全員の「本人確認情報」の送信を求めており、「横
浜方式」のような段階的な参加は認められない、
としています。

答

「横浜方式」の実例はあるの
ですか？問5

　 名前のとおり、横浜市で実施されていま
す。１５年４月の総務省の市町村課長名で全

国の自治体に送付された「横浜市の住基ネットへ
の参加にあたっての措置について」という文書で
は、国、神奈川県、横浜市、指定情報処理機関（地
方自治情報センター）の４者が合意したとし、国
も認めた方式であることを明らかにしています。

答

　地方自治法の規定では、区市町村の対応
が違法であれば、国が都道府県を通じて「是

正の要求」をできることになっています。この「是
正の要求」があれば、これまでの協議とは異なる
場で、双方の主張を戦わせることも可能になりま
す。しかし、国や都は一方的に区民全員の「本人
確認情報」の送信を求めるのみで、地方自治法が
定めるこの方法をとろうとはしていません。こう
した中で、国、都との見解の相違を早期に決着さ
せ、区民の利益や法の下の平等という基本理念を
守るための方法としては、訴訟以外に有力な手段
はないと考えています。

答

訴訟の他には、調整の手段は
ないのでしょうか？問10

　区も、望んで訴訟に持ち込みたいのでは
ありません。交渉による解決を図るために、

１５年６月以降、国や都と協議を続けてきましたが、
平行線のままでした。このため、１月に入って、
最終的に文書で判断を求めましたが、国も都も、
従来からの見解を繰り返すにとどまりました。こ
うした状況を踏まえ、公正な第三者機関である裁
判所の判断を仰ぐことが、問題解決の近道だと考
えたものです。

答

訴訟というのは穏やかではないし、交
渉で解決できないのでしょうか？問9

国が合意したものなのに、違法状態にあ
る、というのは矛盾を感じますが？問7

　４者合意の時期は、個人情報保護関連５
法の成立前で、本格稼働もしていませんで

した。しかし、４者合意の文書では、全員の「本
人確認情報」を送信する時期については「本格的
な稼働を踏まえて、住基ネットの安全性を総合的
に確認し、速やかに」としているだけで、法の成
立を条件にはしていません。また、本格稼働との
関係では、「本格的な稼働を踏まえて」としている
のですから、本格稼働前に全員の「本人確認情報」
の送信を想定していないことは明白です。

答

「横浜市で認めたのは特例で、一般化す
ることはできない」という見方はできま
せんか？

問8

　問題は、法律的な義務を履行するための
具体的な手順に関することです。それが合

理的な理由も説明もなしに、特定の自治体には認
められ、別の自治体には認められないということ
では、明らかに法の下の平等に反します。横浜市
で認められたものであれば、杉並区にも認められ
るべきものだと思います。

答

――――――――――――――――
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののの
疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑
問問問問問問問問問問問問問問問問
にににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおお
答答答答答答答答答答答答答答答答
ええええええええええええええええ
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

―
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

横浜市で認めながら、杉並区には認め
ない、という国の理由は何ですか？問6

　 国の説明では、「個人情報保護関連５法
が成立し、住基ネットの本格稼働が始ま

るなど、横浜市に認めた時とは状況が異なって
いる」とされています。そして、「横浜市も全員
のデータが送信されないうちは、違法状態にあ
る」としています。

答

住基ネットの経過や区の対応
を教えてください。問１

　住基ネット（住民基本台帳ネットワークシステム）は、区市町村が保有する住民の本人確
認情報（氏名・生年月日・性別・住所・住民票コード・変更履歴）を電子情報として都道府

県に送信し、それを都道府県が「指定情報処理機関」である「地方自治情報センター」に送信して、
国や地方自治体の機関が、住民基本台帳法や自治体の条例で定められた範囲で利用するものです。
　１４年８月に第１次稼働が、１５年８月には本格稼働が始まっています。区は、第１次稼働の段階で
は、住民基本台帳法自体が求めている要件が充たされていないこ
とを主な理由に、区民の情報送信を保留しました。しかし、１５年
５月に個人情報保護関連５法が成立したことで要件が充足された
ため、６月に住民基本台帳法上の義務に従い、送信することにし
ました。その際、送信の方法として、いわゆる「横浜方式」を採
用することにしたのですが、国や都はこの方式での送信を認めま
せんでした。このため、現段階では住基ネットに参加しないまま
に推移しています。



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

●３ 平成１６（２００４）年�月�日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
パソコン初心者のための

「シニアＳＯＨＯ（ソーホー）杉並」（ＮＰＯ法人「シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹」杉並支部） ・ 〒１６６‐００１５成田東４‐９‐１４�・FAX５９３２‐１８９５申 問

定員開催時間
日　　　　　　程コース

番号会　場　名【はじめよう電子メール・インターネ
ット】　 パソコンの構造、マウスやキ
ーボードの操作、Windowsの基礎知
識、文字入力、メールの操作体験、イ
ンターネットの便利な使い方など １
万円＋教材費１２００円

内

費

６日目５日目４日目３日目２日目１日目

１０午前１０：００～正午７/８(木)７/７(水)７/５(月)７/１(木)６/３０(水)６/２８(月)１０１永福図書館
（永福４‐２５‐７）

１０午前１０：００～正午７/２(金)６/２９(火)６/２５(金)６/２２(火)６/１８(金)６/１５(火)１０２阿佐谷図書館
（阿佐谷北３‐３６‐１４）

１５午前１０：００～午後１：００――７/１４(水)７/９(金)７/７(水)７/２(金)１０３阿佐谷地域区民センタ
ー（阿佐谷南１‐４７‐１７）

【楽しもう電子メール・インターネッ
ト（活用編�）】　 電子メール･インタ
ーネットのやさしい実践活用講座（初
級）。住所録の利用方法、メールに添付
する書類や写真などの知識、ウイルス
に汚染されないための設定など実践に
必要なことを学びます パソコン講習
受講経験者で、マウス・キーボード操
作ができる初心者 １万２０００円＋教材
費１５００円

内

対

費

１５午後２：００～５：００――７/１４(水)７/９(金)７/７(水)７/２(金)１０４

２０午前１０：００～午後１：００――７/１２(月)７/９(金)７/５(月)７/２(金)１０５永福和泉地域区民セン
ター（和泉３‐８‐１８） ２０午後２：００～５：００――７/１２(月)７/９(金)７/５(月)７/２(金)１０６

１０午後２：００～４：００７/８(木)７/７(水)７/５(月)７/１(木)６/３０(水)６/２８(月)１０７永福図書館

１０午前９：３０～午後０：３０――７/２５(日)７/１８(日)７/１１(日)７/４(日)１０８成田図書館（成田東３
‐２８‐５）

１０午後２：００～４：００７/２(金)６/２９(火)６/２５(金)６/２２(火)６/１８(金)６/１５(火)１０９阿佐谷図書館

１５午後２：００～５：００――７/２９(木)７/２６(月)７/２２(木)７/１９(月)１１０阿佐谷地域区民センタ
ー

【楽しもう電子メール・インターネッ
ト（活用編�）】　 メール･インターネ
ットの実践活用講座（中級） マウス･
キーボード操作にある程度習熟した初
心者講習修了者 １万２０００円＋教材費
１５００円

内
対

費

１５午後５：３０～８：３０――７/２９(木)７/２６(月)７/２２(木)７/１９(月)１１１

２０午後２：００～５：００――７/２９(木)７/２７(火)７/２２(木)７/２０(火)１１２永福和泉地域区民セン
ター ２０午後５：３０～８：３０――７/２９(木)７/２７(火)７/２２(木)７/２０(火)１１３

ＮＰＯ法人「さらプロジェクト」 ・ 〒１６７‐００２２下井草５‐１８‐１５井荻書店ビル３Ｆ�５３０３‐６５４０・FAX５３０３‐６５４２申 問

１０午後２：００～５：００――６/２５(金)６/２２(火)６/１８(金)６/１５(火)２０１井草地域区民センター
（下井草５‐７‐２２）【はじめよう！パソコン】　 パソコ

ンのしくみから、インターネット・メ
ール・簡単な文書作成までをゆっくり
学べる入門コース パソコンに初めて
触れる方 ９０００円＋テキスト代１５００円

内

対
費

１４午後２：００～４：００７/３０(金)７/２９(木)７/２８(水)７/２３(金)７/２２(木)７/２１(水)２０５柿木図書館
（上井草１‐６‐１３）

１０午前９：３０～午後０：３０――７/２６(月)７/２１(水)７/１４(水)７/１２(月)２０７下井草図書館
（下井草３‐２６‐５）

１０午後５：３０～８：３０――６/２５(金)６/２２(火)６/１８(金)６/１５(火)２０２井草地域区民センター【楽しもう！パソコン】　 パソコン
の活用方法がわからないという方への
ステップアップコース。インターネッ
トでグループ旅行の計画など 入門講
習を受けた方、パソコンの基本操作が
わかり、文字の入力ができる方 ９０００
円＋テキスト代１５００円

内

対

費

１４午後５：３０～７：３０７/３０(金)７/２９(木)７/２８(水)７/２３(金)７/２２(木)７/２１(水)２０６柿木図書館

１０午後１：３０～４：３０――７/２６(月)７/２１(水)７/１４(水)７/１２(月)２０８下井草図書館

１０午後２：００～５：００――７/１３(火)７/９(金)７/６(火)７/２(金)２０４井草地域区民センター

【活用しよう！インターネット・電子
メール】　 インターネットやメール
のひとつ上の使い方を目指した中級向
けコース。基本の復習から様々なメー
ルやインターネットの活用法など 
「楽しもう！パソコン」の講習を受け
た方、インターネット・メールを利用
しており、さらに活用したい方 ９０００
円＋テキスト代１５００円

内

対

費

ＮＰＯ法人「教育支援協会　杉並支部」 ・ 〒１６７‐００５４松庵３‐２４‐１１‐２０１�・FAX３３３１‐１９７７申 問

２０午前９：３０～午後０：３０――７/２５(日)７/１８(日)７/１１(日)７/４(日)３０１
中央図書館
（荻窪３‐４０‐２３）

【基本コース】 電源の入れ方から始
め、パソコン画面をゆっくりと確認し
ていきます。丁寧な入門コースです 
パソコンが初めての方、始めたばかり
の方、復習したい方 ５０００円＋テキス
ト代１０００円

内

対

費 ２０午前１０：００～正午７/１４(水)７/１３(火)７/１２(月)７/７(水)７/６(火)７/５(月)３０２

２０午後１：３０～４：３０――７/２５(日)７/１８(日)７/１１(日)７/４(日)３０３
中央図書館

【活用コース】 文字入力、文書作成、
保存の学習から入ります。インターネ
ット上の情報や画像の活用など、パソ
コンを楽しく生活に役立てる活用コー
スです パソコンを始めたばかりの方
 ５０００円＋テキスト代１０００円

内

対
費

２０午後２：００～４：００７/１４(水)７/１３(火)７/１２(月)７/７(水)７/６(火)７/５(月)３０４

１２午前１０：００～正午７/９(金)７/７(水)７/２(金)６/３０(水)６/２５(金)６/２３(水)３０５南荻窪図書館（南荻窪
１‐１０‐２） １２午後２：００～４：００７/９(金)７/７(水)７/２(金)６/３０(水)６/２５(金)６/２３(水)３０６

ボランティアグループ「ＩＴスクエア杉並」 ・ 〒１６７‐００２３上井草４‐１６‐１４　ＩＴスクエア杉並事務局　山中義昭�０９０‐４７２２‐２５７４（午後１０時まで）・FAX５９３２‐６３２１申 問

２０午前９：３０～午後０：３０――６/１８(金)６/１７(木)６/１６(水)６/１５(火)４０１

社会教育センター
（梅里１‐２２‐３２）

【初めてのパソコンコース】 パソコ
ンのしくみや操作、文字・文章の入力
からメール、インターネットまで パ
ソコンに全く触れたことのない方、以
前に講習を受けたが操作に自信がない
方 ５０００円（テキスト代を含む）

内

対

費
２０午後１：３０～４：３０――６/１８(金)６/１７(木)６/１６(水)６/１５(火)４０２

２０午前９：３０～午後０：３０――６/２７(日)６/２６(土)６/２０(日)６/１９(土)４０３

【ステップアップ　Ａコース】 画面
の整理、フォルダーやファイルの整理
などがうまくできない方向け 文字入
力とマウス・キーボード操作ができる
方 ６０００円（テキスト代を含む）

内

対

費

２０午後１：３０～４：３０――６/２７(日)６/２６(土)６/２０(日)６/１９(土)４０４

【ステップアップ　Ｂコース】 メー
ルやインターネットでより実践的な情
報入手ができるようになります。ウイ
ルスや迷惑メールの対処方法も解説 
パソコンでのメール送受信、インター
ネット操作ができる方 ６０００円（テキ
スト代を含む）

内

対

費

パソコン初心者を対象に、ＮＰＯ団体やボランティアグループと区が協働して開催します。 
　 下表のとおり 区内在住・在勤・在学で２０歳以上の方 往復ハガキ（４面記入例参照）
に昼間の連絡先、希望コース番号（第２希望まで、同じ団体のものに限る）、キャンセル待
ち希望の有無、自宅パソコンの有無、各種講習受講経験の有無と、在勤・在学の方は勤務先
または学校の名称も書いて、５月１７日（消印有効）までに各団体へ（抽選） 各団体または
社会教育スポーツ課IT講習担当 ○１ 区役所では受付をしていません○２ 車での来場はご遠慮
ください○３ 会場への交通案内、団体の紹介については、開設施設などにある募集チラシまたは
区ホームページをご覧ください。

内 対 申

問
他

（６・７月開講分受講者募集）
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○2 住所

○3 氏名（フリガナ）

○4 年齢　○5 性別

○6 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記
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●
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

「
五
街
道
佐
助
」
勉
強
会

　

ま
す
ま
す
盛
況
の
こ
の
落
語

会
、
今
回
は
二
つ
目
昇
進
七
年

目
、五
街
道
佐
助
の
登
場
で
す
。

　

勢
い
の
あ
る
若
手
落
語
家
の

落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
開

１５

演
（
１
時　

分
開
場
） 

勤
労

３０

福
祉
会
館（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

七
〇
名 

五
〇
〇
円
（
会
員

割
引
な
し
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利

用
可
） 

･ 

電
話
で
、
文
化

･
交
流
協
会
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５
へ
（
先
着
順
）

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

コ
ン
サ
ー
ト　

杉
並 

in

宮
路
オ
サ
ム
シ
ョ
ー

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時
開

１７

演
（
５
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

第
一
部
＝
歌
謡
愛

２２

３２

好
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
シ
ョ
ー
（
出
場
者
募
集
＝
カ

ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
／

選
考
有
）
▽ 
第
二
部
＝
宮
路
オ

サ
ム
シ
ョ
ー 

二
五
〇
〇
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
協
力
金
） 

・

時

場

定

費
申

問

時
場

内

費

申

 

電
話
で
、
宮
路
オ
サ
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
�
３
３
２
８
‐
０
０
０
８

へ
（
当
日
入
場
も
可
） 

収
益

金
は
杉
並
区
障
害
者
団
体
連
合

会
の
備
品
購
入
に
役
立
て
ま
す

●
杉
並
三
曲
協
会 

定
期
演
奏
会

　

日
本
の
伝
統
音
楽
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。（
区
共
催
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
開

１６

１１

演
（　

時　

分
開
場
） 

セ
シ

１０

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

曲
目
＝
春
の
曲
、
春
の
夜
、

初
夏
の
印
象
、
千
鳥
の
曲
ほ
か

（
全
三
〇
曲
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
三
曲
協

会
・
江
川
�
３
２
２
３
‐
２
９

６
１

生
涯
学
習
ア
ー
ト
展

　
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
午

１６

２０

前　

時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は

１０
正
午
か
ら
、　

日
は
午
後
３
時

２０

ま
で
・
区
後
援
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

炎
彩
画
・
絵
手
紙
・
陶
芸
・
七

宝
焼
・
書
道
・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

生
涯
学
習
振
興
会
・
中
川
�

３
３
３
２
‐
６
９
５
４

阿
佐
谷
グ
リ
ー
ン 

マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

５
月
８
日
�
・
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時（
区
後
援
）

１０
問

他

時

場

内

費

申

問

時

場

内

費

申

問
時

 

神
明
宮
境
内
（
阿
佐
谷
北
１

―　

―
５
） 

区
内
で
生
産
さ

２５
れ
た
鉢
花
・
植
木
類
・
野
菜
の

展
示
即
売
会 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

同
実
行
委
員
会
�
３
３

３
８
‐
５
１
６
２ 

買
物
袋
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

一
日
体
験

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
お
い
し
い

野
外
料
理
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
活
動
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
１
時 

大
宮
八
幡
宮
「
ス

カ
ウ
ト
の
森
」（
大
宮
２
―
３
―

１
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
杉
並

第
一
三
団
・
平
尾
�
０
９
０
‐

３
５
７
２
‐
９
４
９
０

 
●
科
学
館
公
開
講
演
会 

物
作
り
の
こ
だ
わ
り

　

宇
宙
観
測
機
器
製
造
の
先
駆

場

内申

問

他

時

場

費

申

問

者
と
し
て
、
世
界
有
数
の
技
術

力
を
持
つ
企
業
を
育
て
あ
げ
た

中
村
義
一
さ
ん
に
、
そ
の
体
験

か
ら
に
じ
み
出
る
物
作
り
の
こ

だ
わ
り
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
３
時
〜

１５

４
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

） 

三
鷹
光
器
�
会

１３

長
・
中
村
義
一 

二
二
〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９

１●
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ 

伝
統
あ
そ
び
を
通
し
て 

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合
お
う

　

学
校
、
土
曜
日
学
校
、
児
童

館
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
と
伝

統
あ
そ
び
を
通
し
て
ふ
れ
合
い

ま
せ
ん
か
。
け
ん
玉
･
お
手
玉

･
竹
と
ん
ぼ
・
あ
や
と
り
な
ど
、

昔
か
ら
の
あ
そ
び
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
 

・ 

５
月　

日
＝
伝
統
あ

２６

そ
び
の
種
類
･
現
場
の
ニ
ー
ズ

▽
６
月
２
日
・　

日
＝
各
種
伝

１６

統
あ
そ
び
を
学
ぶ（
実
技
実
習
）

▽　

日
＝
学
ん
だ
あ
そ
び
を
発

２３
表
す
る
（
実
技
実
習
）
▽　

日
３０

＝
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
に

は
、
学
校
と
関
わ
る
に
は
／
い

ず
れ
も
、
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

時

場
師

定

費

申

問

時

内

〜
正
午 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

高
井
戸
昔

２２

３２

の
遊
び
伝
承
の
会
の
方
々
（
代

表
・
野
澤
貢
）、
学
校
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
生
重
幸
恵
ほ

か 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

無
料
（
教

材
費
は
実
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入

例
参
照
）
に
応
募
動
機
も
書
い

て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
、
Ｅ
メ

ー
ルs

h
a
k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u

g
in
a
m
i.lg
.jp

）へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

 

○１
 

託
児
が
あ
り
ま
す
○２
 

日
程

中
ま
た
は
終
了
後
に
土
曜
日
学

校
な
ど
で
の
体
験
学
習
を
予
定

要
約
筆
記
講
習
会

　

聴
覚
障
害
者
や
高
齢
難
聴
者

へ
の
、
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
方
法
を
学
び

ま
す
。

　
 

・ 

○１
 

要
約
筆
記
の
概
要

説
明
と
体
験
講
座
＝
５
月　

日
１５

�
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○２
 

要
約
筆
記
講
習
会
＝
６
月
２

日
〜
９
月　

日
の
毎
週
水
曜
日

２９

午
後
２
時
〜
４
時（
８
月　

日
・

１１

　

日
を
除
く
・
計
一
六
回
） 

１８障
害
者
福
祉
会
館 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上

１８

の
方 

○２
 

の
み
二
〇
名（
抽
選
）

 

無
料
（
○２
 

の
み
教
材
費
二
五

〇
〇
円
） 

○１
 

は
当
日
直
接
会

場
へ
、○２
 

は
往
復
ハ
ガ
キ（
記
入

例
参
照
）で
、
５
月　

日
（
消
印

１５

有
効
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会

館
運
営
協
議
会
事
務
局（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
１０

５
）
へ 

同
事
務
局
�
３
３
３

２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３
５
‐

３
５
８
１ 場

師

対

定

費

申

問

他
時

内

場

対

定

費

申
問

親
子
で
春
の
探
検
隊

　

五
感
を
使
い
、
自
然
の
生

き
物
観
察
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２２

　

分
〜
３
時　

分 

リ
サ
イ

３０

３０

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
４
） 

小
学

校
三
年
生
以
上
の
方
（
一
人

参
加
可
） 

二
〇
名 

・ 

電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
�
３
３
３
１
‐
４

３
６
０
ヘ
（
水
・
木
曜
休
館
）

●
す
ぎ
な
み
環
境
学
習 

地
球
温
暖
化
と
私
た
ち

の
な
す
べ
き
こ
と

　

地
球
環
境
を
守
り
、
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

持
続
的
発
展
可
能
な
社
会

を
め
ざ
し
て
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時

２５

〜
５
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

時

場
対

定

申

問

時

場

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５

―　

―　

） 

�
日
本
環
境

１５

１３

協
会
参
事
・
中
村
裕 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
１８

以
上
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
環

境
都
市
推
進
担
当
へ
（
先
着

順
） 

託
児
あ
り
（
３
歳
以

上
就
学
前
）

小
中
学
校
の
環
境
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
あ
な
た
も
講
座

に
参
加
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後

援
）

　
 

・ 

５
月　

日
＝
環
境

１８

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
三
つ
の

役
割（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
・
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
）
▽
６
月
８
日
＝
環

境
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
役
割

（
子
ど
も
の
発
達
と
学
習
ほ

か
）
▽　

日
＝
環
境
学
習
フ

２２

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
（
知

識
・
技
能
・
姿
勢
ほ
か
）
／

い
ず
れ
も
、
火
曜
日
の
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分 

あ

３０

３０

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
環
境
学

習
室
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

桜
井
・
法
貴
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
研
究
所
代
表
・
桜
井
高

志 

区
内
在
住
・
在
勤
で
、

講
座
終
了
後
の
サ
ポ
ー
ト
活

動
に
参
加
で
き
る
方 

一
五

名 

無
料 

応
募
の
動
機
を

二
〇
〇
字
以
内
に
ま
と
め
、

師

対

定

費

申

問他
時

内

場

師
対

定

費

申

５
月　

日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

１０

（
記
入
例
参
照
）
で
、
す
ぎ

な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

５
３
４
７
‐
２
２
９
９
へ 

す
ぎ
な
み
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
�
５
３
４
７
‐
２
２
５
５

●
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ッ
ジ 

持
続
不
可
能
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
？
―
ど
こ
ま

で
消
費
す
れ
ば
満
足
か

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時

２０

〜
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
第
一
〜
三
教
室
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

武
蔵
工
業

１５

１３

大
学
環
境
学
部
教
授
・
中
原

秀
樹 

六
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
記
入
例
参
照
）
で
、
す
ぎ

な
み
環
境
情
報
館
�
３
３
９

８
‐
３
１
９
１
�
３
３
９
８
‐

３
１
９
３
へ
（
先
着
順
）

フ
ァ
ス
ナ
ー
か
ら 

小
物
入
れ

　

い
ら
な
く
な
っ
た
五
〇
�

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
小
物（
小
銭
）

入
れ
に
変
身
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　
 

５
月　

日
�
○１
 

午
後
１

１８

時
〜
２
時
○２
 

２
時　

分
〜
３

３０

時　

分 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

３０
ば
高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
４
） 

各
回
一
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�
３

３
３
１
‐
４
３
６
０
ヘ
（
先

着
順
、
水
・
木
曜
休
館
）

問

時

場

師

定

費

申

問
時

場
定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
６月５日(土)午後１時～３時３０分
和泉保健センター（〒１６８‐００６３和
泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）
　【対象】区内在住で当日妊娠２８週以上の
初産のカップル１６組【参加費】無料【申込
み】往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番
号・出産予定日、返信用のあて先を書いて、
５月２１日 （必着）までに同保健センターへ

▲中村　裕

▲五街道　佐助

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

●届いていますか
すぎなみくらしのガイド
（わたしの便利帳２００４）
　３月に「すぎなみくらしの
ガイド」を全世帯に配布しま
した。届いていない、または
世帯数に足りない場合はお知
らせください。　　 広報課問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

●５ 平成１６（２００４）年�月�日（土曜日） �������

●
学
習
会 

あ
な
た
の
隣
に
も
あ
る

虐
待
―
私
た
ち
に 

で
き
る
こ
と
は
何
か

　

地
域
の
中
で
子
育
て
に
悩
ん

で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
数
々
の
虐
待
の
事
件
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結

果
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
裏
に
は
何
が
あ
る
の
か
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を

当
事
者
の
お
話
か
ら
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並

３０

（
梅
里
１
―　

―　

） 

子
ど

２２

３２

時

場

師

も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
相
談

員
・
天
野
智
子
、
愛
し
た
い
母

の
会
メ
ン
バ
ー
・
福
井
和
恵 

四
〇
名
（
先
着
順
） 

五
〇
〇

円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉

並
に
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
し

く
み
を
つ
く
る
会
・
塚
原
�
３

３
９
３
‐
７
３
１
９
、
教
育
ア

ク
シ
ョ
ン　

・
東
本
�
３
３
３

２１

４
‐
６
６
５
６

●
連
続
学
習
会 

子
ど
も
の
権
利
を
守
る

ま
ち
づ
く
り　

　

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の

理
念
と
規
定
が 
活 
か
さ
れ
た
ま

い

ち
づ
く
り
を
実
践
的
に
進
め
て 定

費

申

問

い
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
に
つ
い
て
、
九
回
連
続
で
学

ん
で
い
き
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

正
午 

阿
佐
谷
会
議
室
（
阿
佐

谷
北
２
―　

―　

） 

第
八
回

１８

１７

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
子
ど
も
参

加
」 

子
ど
も
の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー
・
平
野

裕
二 

三
〇
名 

五
〇
〇
円

（　

歳
未
満
無
料
）、テ
キ
ス
ト

１８
代
一
〇
〇
〇
円
（
全
回
共
通
で

使
用
、　

歳
未
満
五
〇
〇
円
）

１８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

に
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
し
く

み
を
つ
く
る
会
・
山
内
�
・
�

３
３
９
５
‐
２
６
９
５ 

託
児

時
場

内

師定

費

申

問他

希
望
の
方
は
一
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
実
費
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

女
性
へ
の
暴
力 

―
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
た
い

　

３
月
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
案
が

国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
法
律
の
改
正
点
や

シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時　

１４

３０

分
〜
８
時　

分 

阿
佐
谷
地
域

４５

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

時

場

―　

―　

） 

Ａ
Ｗ
Ｓ
女
性
シ

４７

１７

ェ
ル
タ
ー
・
波
多
野
律
子 

二

〇
名 

三
〇
〇
円 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

奥
山
�
３
３
１
５

‐
２
１
５
５

●
郷
土
史
講
座 

孫
文
の
高
弟
・
汪
兆
銘

い
ま
杉
並
に
眠
る

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

阿
佐

谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―　

） 

近
代
史

４７

１７

研
究
家
・
和
田
昭 

七
〇
名 

五
〇
〇
円
（
会
員
三
〇
〇
円
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

郷
土
史
会
・
原
田
弘
�
３
３
１

師

定

費

申

問

時

場
師

定

費

申

問

２
‐
６
６
２
３

●
講
演
会 

 
誰 
で
も
描
け
る
絵
手
紙

だ
れ

　

実
際
に
墨
あ
そ
び
を
し
て
、

楽
し
く
絵
手
紙
を
描
く
技
法
を

学
び
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１９

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

セ

３０

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

福
間
明
子 

一
〇
名 

３２一
五
〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
）

 

・ 

電
話
で
、
杉
並
区
絵
手

紙
文
化
連
絡
会
・
増
渕
�
３
３

３
３
‐
２
５
１
７
（
午
後
７
時

〜
９
時
）
へ
（
先
着
順
） 

絵

手
紙
用
具
一
式
を
持
参

時

場

師

定

費

申

問

他

◇
区
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里 

あ
き
室
待
ち
登
録
者

　

み
ど
り
の
里
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
住
宅
で

す
。「
あ
き
室
待
ち
登
録
者
」
の

募
集
は
、
登
録
期
間
内
に
あ
き

室
が
で
た
と
き
に
入
居
で
き
る

方
を
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
も
の
で
す
。

　
 

登
録
期
間
＝
７
月
１
日
〜

　

年
６
月　

日
（
登
録
期
間
内

１７

３０

に
あ
き
室
が
で
な
い
と
入
居
で

き
ま
せ
ん
）
▽
募
集
登
録
者
数

＝
単
身
世
帯
用
＝
一
九
名
、
二

人
世
帯
用
＝
九
名
▽
住
宅
の
予

定
使
用
料
（
月
額
）
＝
単
身
世

帯
＝
一
万
五
〇
〇
〇
円
〜
四
万

一
〇
〇
円
、
二
人
世
帯
＝
一
万

九
四
〇
〇
円
〜
五
万
六
八
〇
〇

円 

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
方
○１
 
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

６５

ら
し
の
方
。
ま
た
は　

歳
以
上

６５

の
方
と　

歳
以
上
の
方
で
構
成

６０

さ
れ
て
い
る
二
人
世
帯
の
方

（
夫
婦
ま
た
は
親
子
な
ど
の
二

親
等
以
内
の
血
族
に
限
る
）
○２
 

区
内
に
引
き
続
き
二
年
以
上
住

ん
で
い
る
方
○３
 
　

年
１
月
〜　

１４

１２

月
の
世
帯
の
所
得
が
、
単
身
世

帯
＝
三
二
一
万
六
〇
〇
〇
円
以

下
、
二
人
世
帯
＝
三
九
五
万
六

〇
〇
〇
円
以
下
の
方
○４
 

自
立
し

て
生
活
が
営
め
る
方
○５
 

現
在
住

宅
に
困
っ
て
い
る
方 

申
込
書

配
布
期
間
・
場
所
＝
５
月
６
日

〜　

日
（
休
業
日
を
除
く
）
に

１４
住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、

福
祉
事
務
所
、
区
民
事
務
所
・

分
室
、駅
前
事
務
所
で
配
布（
区

役
所
で
は
夜
間
と
休
日
も
配
布

内対

申

し
て
い
ま
す
）
▽
申
込
方
法
＝

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
郵
送
。
５
月　

日
ま
で
に
杉

１７

並
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限

り
受
付
（
募
集
案
内
参
照
）
▽

抽
選
日
＝
５
月　

日
�
（
抽
せ

２６

ん
後
、
資
格
審
査
を
行
い
登
録

者
を
決
定
） 

住
宅
課

◇
都
営
住
宅
入
居
者

　
 

募
集
戸
数
＝
世
帯
向
（
一

般
募
集
住
宅
）＝
一
四
九
〇
戸
、

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
）
＝
二
五
戸
、
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
＝
四
〇
戸 

次
の

す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
○１
 

都

内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
、
そ

の
こ
と
が
住
民
票
な
ど
で
証
明

で
き
る
こ
と
○２
 

同
居
す
る
親
族

が
い
る
こ
と
（
一
部
単
身
で
も

申
し
込
み
可
）
○３
 

所
得
が
定
め

ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
○４
 

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

 

申
込
書
配
布
期
間
・
場
所
＝

５
月
６
日
〜　

日
（
休
業
日
を

１４

除
く
）
に
、
住
宅
課
（
区
役
所

西
棟
五
階
）、
福
祉
事
務
所
、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
で
配
布
（
区
役
所
で
は
夜
間

と
休
日
も
配
布
し
て
い
ま
す
）

▽
申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
郵
送
。
５
月

　

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に
届

１７い
た
も
の
に
限
り
受
付
（
募
集

案
内
参
照
） 

東
京
都
住
宅
供

給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
�
０
５

７
０
‐
０
１
０
８
１
０
（
５
月

　

日
ま
で
）、
�
３
４
９
８
‐
８

１４８
９
４
（　

日
以
降
）
ま
た
は

１５

区
住
宅
課
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
） 

公
営
住
宅
入
居

あ
っ
せ
ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

問

内

対

申

問他

区
高
齢
者
住
宅
あ
き
室
待
ち
登
録
者

区
高
齢
者
住
宅
あ
き
室
待
ち
登
録
者
・

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
高
円
寺
北
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　
 

勤
務
日
＝
週
二
〜
三
日

（
水
曜
・
金
曜
日
）
▽
勤
務
時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
実
働
六
時
間
三
〇
分
）
▽
勤

務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
介
護
▽
時
給
＝
九
五
〇
円

▽
募
集
人
数
＝
若
干
名
▽
資
格

＝
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上 

写
真

を
は
っ
た
履
歴
書
を
郵
送
ま
た

は
持
参
で
、
５
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
高
円
寺
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
〒　

‐
０
０
０
２
高
円
寺

１６６

北
３
―　

―
８
）
へ 

同
ふ
れ

２０

あ
い
の
家
�
３
３
３
０
‐
４
９

０
３ 内

申
問

 
地
域
福
祉
活
動
立
上
げ

支
援
事
業

　

区
は
、
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
事
業
を
展
開
す
る
団

体
の
活
動
の
立
上
げ
や
継
続
・

拡
充
を
支
援
す
る
た
め
に
、
経

費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
 

活
動
開
始
や
継
続
・
拡
充

に
必
要
と
す
る
主
な
維
持
運
営

費
・
人
件
費
な
ど
▽
補
助
限
度

額
＝
○１
 

活
動
開
始
＝
五
〇
〇
万

円
○２
 

活
動
継
続
＝
三
五
〇
万
円

▽
期
間
＝
毎
年
申
請
し
、
原
則

と
し
て
三
年
間 

対
象
団
体
＝

地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
区
民

参
加
型
団
体
な
ど
で
今
後
活
動

を
開
始
す
る
団
体
。
な
お
、
経

過
措
置
と
し
て
平
成　

年
４
月

１０

１
日
以
降
に
設
立
・
活
動
開
始

し
た
団
体
も
対
象
と
し
ま
す
▽

対
象
活
動
＝
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
入

内

対

浴
サ
ー
ビ
ス
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

子
育
て
支
援
、
そ
の
他
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス

◇
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

す
で
に
活
動
を
開
始
ま
た
は

活
動
を
計
画
し
て
い
て
、
区
の

助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。
団
体
ご
と
の

相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

３１

３０

分 

区
役
所
第
五
・
六
会
議
室

（
西
棟
六
階
） 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

保
健
福
祉
部
管
理
課

地
域
福
祉
係 

団
体
規
約
、
活

動
規
模
・
経
理
状
況
、
活
動
計

画
書
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参
し
て

く
だ
さ
い

税
額
通
知
書
を 

発
送
し
ま
す

　
　

年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

１６
民
税
・
特
別
徴
収
分
（
給
与
か

ら
住
民
税
を
引
か
れ
て
い
る

方
）
の
税
額
通
知
書
を
５
月　
１０

日
付
け
で
特
別
徴
収
義
務
者

（
給
与
支
払
者
）
へ
お
送
り
し

ま
す
。

　

普
通
徴
収
分
（
個
人
で
納
付

時場

申

問

他

さ
れ
て
い
る
方
）
の
納
税
通
知

書
は
、
６
月
初
旬
ご
ろ
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。

　
 

課
税
課

●
障
害
の
あ
る
方
へ 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◇
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

　

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
重
度

の
身
体
障
害
者
・
難
病
患
者
の

お
宅
に
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
救
急

要
請
の
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
の　

歳
未
満
の

６５

方
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
あ

る
い
は
東
京
都
医
療
費
助
成
に

該
当
す
る
難
病
の
方 

無
料

◇
聴
覚
・
言
語
障
害
の
皆
さ
ん

へ　

　

フ
ァ
ク
ス
、
携
帯
電
話
の
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
る
緊
急
通
報
が
利

用
で
き
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
の
聴
覚
・
言
語

機
能
障
害
な
ど
の
あ
る
方
（
フ

ァ
ク
ス
通
報
は
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
） 

フ
ァ
ク
ス
通

問対

費

対

申

報
＝
専
用
カ
ー
ド
を
障
害
者
福

祉
係
（
区
役
所
東
棟
一
階
）、
各

福
祉
事
務
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
▽
携
帯
電
話
の
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
る
通
報
＝
東
京
消
防
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.tf

d
.m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/

を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福

祉
係
、
各
福
祉
事
務
所

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　
 

区
内
の
販
売
店
で　

年　
１５

１１

月
１
日
以
降
に
購
入
ま
た
は
購

入
予
定
で
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
▽
○１
 

区
内
在
住
○２
 

購
入
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
区

内
で
継
続
し
て
使
用
す
る
○３
 
　
１６

年
度
中
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購

入
費
の
助
成
を
受
け
な
い 

助

成
金
＝
本
体
購
入
価
格
の
二
分

の
一
（
上
限
二
万
円
）
▽
助
成

予
定
件
数
＝
五
〇
件
（
抽
選
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例

参
照
）
に
購
入
（
予
定
）
機
種
、

購
入
理
由
を
書
い
て
、
５
月　
３１

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
清
掃

問対

内

申

管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

へ
。当
選
通
知
を
受
け
た
後
に
、

領
収
書
ほ
か
必
要
書
類
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い 

同
係

 

助
成
対
象
の
生
ご
み
処
理
機

は
、
生
ご
み
を
温
風
乾
燥
な
ど

で
減
量
さ
せ
る
機
器
で
、
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
や
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ー
式
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

国
の
手
当
額
が
改
定
に

な
り
ま
す　

　

４
月
分
か
ら
次
の
手
当
て
に

つ
い
て
、
支
給
額
が
改
定
に
な

り
ま
す
。
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

○１
 

特
別
障
害
者
手
当
＝
二
万
六

五
二
〇
円

○２
 

障
害
児
福
祉
手
当
＝
一
万
四

四
三
〇
円

○３
 

経
過
的
福
祉
手
当
＝
一
万
四

四
三
〇
円

○４
 

特
別
児
童
扶
養
手
当（
１
級
）

＝
五
万
九
〇
〇
円

○５
 

特
別
児
童
扶
養
手
当（
２
級
）

＝
三
万
三
九
〇
〇
円

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福

祉
係

問

他
問

区
高
齢
者
住
宅
あ
き
室
待
ち
登
録
者
・

都
営
住
宅
入
居
者
募
集
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月�日（土曜日）

　区民の皆さんの区政への参画と協働の仕組みなどを定めた「４
つの条例」（自治基本条例、NPO・ボランティア活動及び協働の
推進に関する条例、まちづくり条例、防災対策基本条例）が施行
されて１年たちました。
　とりわけ自治基本条例は、杉並区における自治の基本理念や区
政運営の原則などを定めた杉並区の「憲法」ともいえる条例です。
１５年度には、自治基本条例で定めた「区民意見の提出手続制度」
に基づき、案を公表し、区民意見を反映させて制定した条例や計
画などが８件、この制度に準じて実施したものを合わせると１６件
ありました。また、都市計画審議会と社会教育委員の会議では、
新たに公募委員を導入しています。
　区は、今後とも「４つの条例」の普及啓発に取り組むとともに、
区民・事業者の積極的な区政への参画により、杉並らしい自治の
確立と協働の推進を図っていきます。　　　　　　　　 企画課問

育てよう！私たちの「憲法」

自治基本条例

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１４

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

行
政
書
士
会
杉
並
支
部
�
０
１

２
０
‐
５
６
７
‐
５
３
７
、
社

会
保
険
労
務
士
会
中
野
・
杉
並

支
部
�
３
３
８
５
‐
６
３
３
５
、

区
政
相
談
課

●
４
月
に
接
種
で
き
な
か
っ

た
方
の
た
め
の 

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

日
時
と
会
場
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
個
別
の
通
知
は
し

ま
せ
ん
。
今
回
の
追
加
接
種
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
次
回

は
秋
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
元
の
予
防
接
種
冊
子
の

ポ
リ
オ
の
予
診
票
を
切
り
離
し

て
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
母

子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
お
近
く

の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
場

費

申

問

　

転
入
さ
れ
た
方
お
よ
び
７
歳

６
カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方

は
、
各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
母
子
健
康
手
帳
持
参
）。

　
 

保
健
予
防
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
２
５ 
 
発
熱
・
下
痢
・

急
性
疾
患
な
ど
当
日
の
予
診
結

果
に
よ
っ
て
は
接
種
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

図
書
館
の
臨
時
休
館

　

区
立
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の

点
検
な
ど
を
行
う
た
め
、
下
表

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
休
館
中
も
、
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/w
w
w
.lib
ra
ry
.c
ity
.s
u
g

in
a
m
i.to
k
y
o
.jp
/

）
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
は
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
休
館
中
の
図
書
館
の

資
料
に
つ
い
て
は
、
通
常
よ
り

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
 

各
図
書
館

東
京
都
市
計
画
道
路
放
射
第

５
号
線
（
杉
並
区
久
我
山
二

丁
目
〜
久
我
山
三
丁
目
間
）

建
設
事
業
に
関
す
る
環
境
影

響
評
価
書
の
縦
覧

　
 

縦
覧
日
時
＝
５
月
６
日
�

〜　

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午

２０

３０

後
４
時　

分
（
土
曜
、
日
曜
日

３０

は
除
く
） 

縦
覧
場
所
＝
都
環

境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境
影

響
評
価
課
（
新
宿
区
西
新
宿
２

―
８
―
１
都
庁
第
二
本
庁
舎
八

階
）、
都
多
摩
環
境
事
務
所
（
立

川
市
錦
町
４
―
６
―
３
立
川
合

同
庁
舎
四
階
）、
区
環
境
課
（
区

役
所
西
棟
七
階
）
▽
閲
覧
場
所

＝
高
井
戸
駅
前
事
務
所
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
）、宮
前
分
室

（
宮
前
５
―
５
―　

）、高
井
戸

２７

図
書
館
（
高
井
戸
東
１
―　

―
２８

１
） 

都
環
境
局
都
市
地
球
環

問

他

問時

場

問

境
部
環
境
影
響
評
価
課
�
５
３

８
８
‐
３
４
４
０

赤
十
字
会
員
募
集
運
動

月
間

　

５
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の

３１

間
、
赤
十
字
会
費
・
寄
付
金
の

募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度

は
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

区
内
で
二
〇
八
四
万
円
余
り
の

温
か
い
善
意
（
会
費
・
寄
付
金
）

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
・
寄
付

金
は
、
国
際
救
援
活
動
を
は
じ

め
、
災
害
救
護
、
献
血
な
ど
の

事
業
推
進
の
た
め
の
貴
重
な
資

金
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
期
間
中
に
皆
さ

ん
の
お
宅
に
赤
十
字
協
賛
委
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係

★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

 
菖 
し
ょ
う 
蒲 
湯
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

ぶ

　
 

５
月
５
日
�
午
後
４
時
〜

終
業
ま
で 

区
内
の
各
公
衆
浴

場 

当
日
、
直
接
各
公
衆
浴
場

へ 

都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支

部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐
８
４

０
２
（
正
午
以
降
） 

大
人
の

方
に
は
く
じ
引
き
が
あ
り
ま
す

４
月　

日
２１

付
広
報　
１１

面
「
５
月
の
各
種
健
康
相
談
」

表
中
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

の
痴
呆
相
談
は
「　

日
午
後
１

２８

時　

分
〜
」、精
神
保
健
相
談
は

３０
「　

日
・　

日
午
後
１
時　

分

１４

２１

３０

〜
」
の
誤
り
で
し
た
。

問時

場

申問

他

〈図書館の臨時休館〉
休館日図書館名

５月１０日(月)～１４日(金)阿佐谷（阿佐谷北３‐３６‐１４�５３７３‐
１８１１）

５月１７日(月)～２１日(金)西荻（西荻北２‐３３‐９�３３０１‐１６７０）
５月２４日(月)～２８日(金)成田（成田東３‐２８‐５�３３１７‐０３４１）
５月３１日(月)～６月４
日(金)宮前（宮前５‐５‐２７�３３３３‐５１６６）

６月７日(月)～１１日(金)高円寺（高円寺南２‐３６‐２５�３３１６‐
２４２１）

６月１４日(月)～１８日(金)柿木（上井草１‐６‐１３�３３９４‐３８０１）
６月２１日(月)～２５日(金)永福（永福４‐２５‐７�３３２２‐７１４１）
６月２８日(月)～７月２
日(金)

高井戸（高井戸東１‐２８‐１�３２９０‐
３４５６）

７月５日(月)～９日(金)下井草（下井草３‐２６‐５�３３９６‐
７９９９）

７月１２日(月)～１６日(金)南荻窪（南荻窪１‐１０‐２�３３３５‐
７３７７）
（注）１．定期休館日を含む。２．中央図書館については、決
まり次第お知らせします。

　

区
は
、　

年　

月
か
ら
、
保

１５

１１

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
・
要
望
に
対
応
し
、
申
し
立

て
さ
れ
た
苦
情
を
公
正
・
中
立

な
立
場
で
解
決
す
る
た
め
の
第

三
者
機
関
と
し
て
「
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

◇
対
象
と
す
る
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
は
？

　

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
の

支
援
費
制
度
お
よ
び
保
育
園
の

入
園
な
ど
、
保
健
福
祉
に
関
す

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
、
金
銭
の
給

付
、
施
設
へ
の
入
所
や
処
遇
内

容
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

◇
申
立
て
で
き
る
方
は
？

　

本
人
お
よ
び
本
人
の
家
族
、

三
親
等
以
内
の
親
族
、
ま
た
、

地
域
の
民
生
委
員
な
ど
も
申
立

て
で
き
ま
す
。

◇
相
談
の
受
付
窓
口
は
ど
こ
で

す
か
？

　

区
役
所
東
棟
一
階
の
保
健
福

祉
相
談
窓
口
で
お
受
け
し
ま

す
。
苦
情
調
整
委
員
に
よ
る
相

談
は
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
で
す
（
受
付
は
４
時
ま

で
）。事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
し
て
、納
得
が
い
か
な
い
、

対
応
に
不
満
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇　

年
度
に
受
け
た
申
立
の
処

１５理
状
況

　
　

年　

月
の
開
設
時
か
ら　

１５

１１

１６

年
３
月　

日
ま
で
に
事
務
局
へ

３１

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
要
望
は
、

一
三
件
で
し
た
。
内
訳
は
、
委

員
と
の
面
談
で
解
決
し
た
も
の

が
二
件
、
主
管
課
を
案
内
し
対

応
を
依
頼
し
た
も
の
が
七
件

で
、
苦
情
申
立
に
至
っ
た
も
の

は
四
件
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
申
立
を
受
理
し

て
苦
情
調
整
委
員
が
調
査
を
行

い
、
申
立
人
お
よ
び
事
業
者
と

の
調
整
に
よ
り
問
題
解
決
さ
れ

た
も
の
が
三
件
、
対
応
に
つ
い

て
調
整
中
の
も
の
が
一
件
で

す
。

　

申
立
の
概
要
と
対
応
状
況
は

右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
保
健

福
祉
相
談
係

問

〈申立の概要と対応状況〉
対応苦情・相談内容

委員が面談を行い申立受理。作業所
を訪問し施設長に事情聴取を行う。
その結果、施設側に非が無いことを
確認し「調査結果通知書」を申立人
および施設に送付した

通所している作業所内
で、他の利用者から受
けた被害に対する施設
職員の対応についての
苦情

委員が面談を行い申立受理。関係機
関から状況説明を受けるとともに改
善要望書を提出し、申立人および関
係機関との調整を行ったところ申立
人の了解を得、合意が成立した

学童保育の送迎につい
て、障害者支援費制度
が利用できないため、
現行の送迎制度の改善
を要望

委員と面談を行い申立受理。事業者
と区の関係機関へ調査実施。双方の
話し合いにより和解が成立したた
め、「調査結果通知書」を送付した

障害者支援費制度で、
ホームヘルプサービス
提供事業者の契約不履
行についての苦情

委員と面談を行い申立受理。申立人
および担当課から事情聴取を行い、
対応について調整中

障害者支援費制度の申
請手続に関する担当課
の対応についての苦情

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委

員
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〈春のポリオ予防接種・５月の予備日〉
会場実施日

荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）７日(金)・２０日(木)・２４日(月)
高円寺保健センター（高円寺南３‐２４‐１５）１０日(月)
和泉保健センター（和泉４‐５０‐６）１４日(金)
上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）１７日(月)
高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐３）１７日(月)

（注）１．受付時間＝午後１時１５分～２時３０分（時間厳守）。２．体温測定・予
診票の確認を行った上、接種します（接種開始＝１時３０分～）。３．持ち
物＝母子健康手帳、予診票。4．車での来場はご遠慮ください。

訂
正
と
お
わ
び

かたりに注意！かたりに注意！
　最近、区の職員を装い、マル福医療証
の手続きに関してお金を詐取するとい
う事件がありました。マル福医療証に関
して区職員が現金をお預かりすること
はありませんのでご注意ください。

 国民健康保険課高齢者医療係問
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年�月�日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�������

相談料無料 相談料無料 
そ う だ ん り ょ う む り ょ う

● 区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ソフトバレーボール
　 ６月１３日(日)午前９時～午後７時 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１） 区内在住・在勤・在学で中学生以上の方 種目＝フリーの部（コート内男
子自由）、混合の部（コート内男子２名以下）、女子の部 ３６チーム（１チーム６
名以上、初心者チーム歓迎） １人５００円 ５月２８日までに所定の申込用紙（区
立体育館にあります）と参加費を区ソフトバレーボール連盟・亀山米子（〒１６７
‐００４２西荻北５‐７‐１１‐４１０）へ郵送（現金書留）または持参 同連盟・亀山
�５９３８‐８３３１
●杉並区初夏ゴルフ大会
　 ６月２１日(月)午前８時～(区後援） 小金井カントリー倶楽部（小平市御幸町
３３１） 区内在住・在勤・在学の方 １００名（先着順） ５０００円（別にプレー費
２万５０００円） 往復ハガキまたはファクス（４面記入例参照）に生年月日、ＨＣ
も書いて、５月３１日（必着）までに杉並区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿佐
谷北２‐３３‐２FAX３３３９‐４５４５）へ 同連盟事務局�３３３９‐８２２６

 

●ソフトバレーボール　○す 教室番号１９２６
　 ６月７日～７月１２日の毎週月曜日、午後１時～３時（計６回） 永福体育館
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ３０名（抽選） １２００円 往復ハガキ
（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１２日（必着）までに永福体育館
（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）へ 同体育館�３３２８‐３１４６
●フラダンス　○す 教室番号１９６１
　 ６月７日～７月１２日の毎週月曜日、午後１時～３時（計６回） 妙正寺体育
館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） １０００
円 往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１３日（必着）まで
に妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ 同体育館�３３９９‐４２２４
●アクアエクササイズ　○す 教室番号１９８９
　 ６月１１日～７月１６日の毎週金曜日、午前１０時～正午（計６回） 高井戸温水
プール 区内在住・在勤・在学で６０歳以上の方 ３０名（抽選） １４００円 往復
ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１２日（必着）までに高井戸
温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同プール�３３３１‐８６５２
●親子キャンプ教室
　休日に家族で気軽に楽しめるキャンプの入門編です。
　 ６月５日(土)～６日(日)、１泊２日（テント泊・現地集合解散） 愛川ふれあい
の村（神奈川県愛甲郡愛川町半原３３９０） 区内在住・在勤・在学の小学生とその
親 ４５名（抽選） １人６０００円 往復ハガキに教室名、住所、参加者全員の氏
名（フリガナ）・生年月日・年齢・性別・電話番号、お子さんの学年、集合方法
（車または電車）、食べ物アレルギーの有無を書いて、５月１１日（必着）までに
�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビ
ル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
●初心者弓道教室
　中・高校生を対象に、弓道の基本を学んでいただき、礼儀・作法の大切さを知
ってもらいます。(区共催）

時 場
対 内

定
費 申

問

時 場
対 定 費

申

問

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費 申

問

時 場
対 定 費
申

問

時 場
対 定 費 申

問

時 場
対

定 費 申

問

　 ６月６日・２０日、７月４日の日曜日、６月１２日・２６日の土曜日の計５日間、
午後６時～９時 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在
学の中・高校生の方 ２０名（抽選） 無料 往復ハガキ（４面記入例参照）に
経験の有無も書いて、５月２５日（必着）までに区弓道連盟・宍戸文育（〒１６８‐
００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ 同連盟・宍戸�３３２９‐４６１４（午後６時～９時)
●少年・少女ラグビー教室
　 ５月２３日(日)午後１時～５時（雨天時は７月４日に延期・区後援） 井草森公
園運動場（井草４‐１２‐１） 区内在住・在学の小・中学生 無料 当日、直
接会場へ 杉並少年ラグビースクール・安藤眞人�３３７０‐７３１３（午後６時～９時)
 当日は、運動のできる服装をご用意ください
● いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（○１ 成人病予防○２ シェイプアップ○３ 体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　 ５月１６日(日)午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０組（個人
およびペア可） ４００円（入場料） ・ 電話で、希望受付時間（午前９時～２０
分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順） 受付から
アドバイス終了まで約１時間かかります
●春の区民歩こう会　「歩こう♪歩こう♪トトロの森」
　新緑のころに、映画『となりのトトロ』の舞台となった場所と言われている狭
山丘陵・トトロの森を訪ねましょう。杉並から１時間圏内です。
　 ５月２３日(日)・２９日(土)（どちらでも参加可・小雨実施）／受付時間＝午前９時
～９時３０分 集合場所＝東村山駅西口（西武新宿線・急行本川越行きまたは中央
線国分寺駅乗換え西武国分寺線）／コース＝東村山駅～北山公園～八国山緑地～
トトロの森２号地～荒幡富士（昼食）～西武遊園地駅（ゴール○１ 約６．５km・午後
１時ごろ）～アルペンロード～トトロの森３号・１号地～狭山湖畔～西武球場前
駅（ゴール○２ 約１２km・午後３時ごろ） いずれかのゴールまで歩ける方（小学生
以下は保護者同伴） 無料（傷害保険加入の場合は２０円、交通費などは自己負担）
 当日、直接集合場所へ 社会教育スポーツ課 ○１ 当日の運営は、区体育指導
委員ほか区民スタッフが行います○２ 歩きやすい運動靴で○３ 弁当・飲み物・雨具持
参○４ 先着２５０名（合計）に参加賞あり○５ 当日使用した地図を社会教育スポーツ課
（区役所東棟６階）で配布します（６月１日以降）
●春のイベント
　 ５月３０日(日) 大宮前体育館 下表のとおり 区内在住・在勤・在学の方 
無料 ・ 大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１�３３３４‐４６１８）へ

時
場 対
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問

時 場
対 費 申

問
他

時 場
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費 申 問
他

時
場

対
費

申 問 他

時 場 内 対 費
申 問

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、５月１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

競技大会

申込方法定員時間種目

当日、直接会場へ自由参加午前９時～
　午後１時

パドルテニス
（無料開放）

往復ハガキ（４面記入例参照）
に生年月日も書いて、５月２０日
（必着）までに同体育館へ

２０チーム（１
チーム５名）

午後１時～
　　　５時

インディアカ
大会

当日、直接会場へ自由参加午後５時～
　　　９時

卓球・バドミ
ントン（無料
開放）

 地 域   
ち い き

の 身  近 なところで 相  談 を
み ぢか そう だん

 皆 さんの 様  々  な 悩 みや 相  談 を、 気  軽 にお 電  話 ください。 地  域 での 生  活 をお 手  伝 いします。
みな さま ざま なや そう だん き がる でん わ ち いき せい かつ て つだ 〈「カラフル」相談窓口〉

月曜～金曜日午前９時～午後５時
（福祉事務所は午前８時３０分～）

電話・ファクス
番号

施設名

�３３３１‐２５１０
FAX３３３５‐３５８１

障
しょう

    害  者  地  域  自  立  生  活  支  援 セ
がい しゃ ち いき じ りつ せい かつ し えん

ンター（障害者福祉会館内）

�３３９９‐８９５３
FAX３３９９‐８９５４

すぎのき 生  活  園 
せい かつ えん

�３３３５‐０４１５
FAX３３３５‐０４１６

なのはな 生  活  園 
せい かつ えん

�３３１７‐９３１２
FAX３３１７‐９３３２

こすもす 生  活  園 
せい かつ えん

�３３１６‐６１２１
FAX３３１６‐６１２２

なでしこ 生  活  園 
せい かつ えん

�３３９５‐１４４１
FAX３３９５‐４２５１

あけぼの 作  業  所 
さ ぎょう しょ

�５３０６‐２６１１
FAX５３０６‐２６２０

 東  福  祉  事  務  所 
ひがし ふく し じ む しょ

�３３９８‐９１０４
FAX３３９８‐９５９８

 西  福  祉  事  務  所 
にし ふく し じ む しょ

�３３３２‐７２２１
FAX３３３５‐５６４１

 南  福  祉  事  務  所 
みなみ ふく し じ む しょ

�５３１７‐５６６１
FAX５３１７‐５６６４

こども 発達 センター
はったつ

「カラフル」 障害者 の 相談窓口 
し ょ う が い し ゃ  そ う だ ん ま ど ぐ ち 「カラフル」

４月２１日付広報３面「体育館の一般使用予定」表中、合気道
（荻窪）は「第１日曜日の午後、第２土曜日の夜間、第３日

曜日の午前、第４日曜日の夜間」の誤りでした。

訂正とおわび
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月�日（土曜日）

暴
走
自
転
車
は
凶
器
で
す
！

杉
並
区
指
定
文
化
財

◇
紙
本
著
色
四
季
耕
作
図
屏
風

　

六
曲
一
双
の 
屏  
風 
の
大
画
面

び
ょ
う 
ぶ

に
、
農
家
の
庭
先
や
た
ん
ぼ
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
四
季
折
々
の

稲
作
作
業
の
様
子
が
描
か
れ
た

「
四
季
耕
作
図
」
と
呼
ば
れ
る

絵
画
で
す
。
画
中
に
は
苗
の
準

備
、
田
植
え
か
ら
、
稲
刈
り
、

脱
穀
ま
で
の
農
作
業
だ
け
で
な

く
、 
獅  
子  
舞 
、
収
穫
祭
な
ど
の

し 

し 
ま
い

年
中
行
事
も
色
鮮
や
か
に
描
か

れ
た
や
ま
と
絵
で
、
美
術
史
上

た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。

◇
木
造
日
蓮
上
人
立
像

　

宮
前
の
慈
宏
寺
の
本
尊
で

「
荒
布
の
祖
師
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
木
造

の
着
衣
姿
を
彫
り
出
し
、
極
彩

色
で
唐
文
様
や
花
文
を
描
い
た

荘
厳
な
も
の
で
す
。 
坐  
像 
の
多

ざ 
ぞ
う

い
日
蓮
上
人
像
の
中
で
立
像
は

珍
し
く
、
美
術
史
上
、
肖
像
彫

刻
と
し
て
優
秀
な
作
品
で
す
。

　

ま
た
、
大
宮
前
新
田
の
草
分

と
関
係
の
深
い
慈
宏
寺
の
歴
史

を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
で

す
。

登
録
文
化
財

◇
寛
文
四
年
銘
聖
観
音
庚
申
供

養
塔

　

天
桂
寺
境
内
に
あ
る
本
像

は
、
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
石
造

の
観
音
像
と
し
て
は
区
内
最
古

の
も
の
で
す
。
本
像
の
特
色
は

聖
観
音
像
が
庚
申
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
庚
申
塔
と
し
て
青
面
金
剛

像
が
一
般
化
さ
れ
る
以
前
の
例

で
、
区
内
で
も
数
少
な
い
一
例

で
す
。
ま
た
、
本
像
に
は
「
武

州
多
東
郡
田
端
村
」
の
地
名
が

彫
ら
れ
て
お
り
、
中
世
以
来
使

わ
れ
て
き
た
こ
の
地
名
の
下
限

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡

◇
玉
川
上
水

　
　

年
８
月　

日
付
で
、
区
内

１５

２７

部
分
を
含
む
玉
川
上
水
全
長
約

四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
暗

き
ょ
部
分
を
除
く
約
三
〇
・
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
国
の
史
跡
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆

　
 

文
化
財
係

問

　
　

年
に
区
内
で
発
生
し
た
自

１５
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
一

〇
二
九
件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
自
転
車
に
よ
る

信
号
無
視
・
安
全
不
確
認
・
交

差
点
で
の
一
時
不
停
止
や
夜
間

無
灯
火
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
が

目
立
ち
、
阿
佐
谷
の
商
店
街
で

の
通
行
を
は
じ
め
、
最
近
、
数

多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
次
の
よ
う

な
事
項
を
守
っ
て
乗
っ
て
い
ま

す
か
。

◇
自
転
車
は
「
車
両
」
で
す

　

自
転
車
は
あ
く
ま
で
も
自
動

車
と
同
じ
「
車
両
」
の
一
種
で

す
か
ら
、
自
転
車
通
行
可
の
歩

道
を
走
る
場
合
は
、
歩
行
者
の

通
行
を
優
先
さ
せ
、
一
時
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ

た
方
の
そ
ば
を
通
行
す
る
と
き

は
、
ま
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
も
「
車
」
な
み
の
責

任
が
問
わ
れ
ま
す

　

法
律
で
は
、
例
え
ば
信
号
無

視
・
一
時
不
停
止
の
違
反
に
対

し
、
三
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

都
内
で
は
、
自
転
車
が
加
害

者
で
あ
る
死
亡
事
故
も
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

多
額
の
賠
償
金
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
無
灯
火
は
特
に
危
険
で
す

　

ラ
イ
ト
を
つ
け
る
と
、
前
が

よ
く
見
え
る
だ
け
で
な
く
、
歩

い
て
い
る
人
や
車
を
運
転
し
て

い
る
人
か
ら
も
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
特
に
夜
間
は
、
反
射
材
を

あ
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
、

と
て
も
効
果
的
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
が
守
れ
な
い
よ

う
で
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る

資
格
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

　
 

交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警

察
署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０

１
１
０
／
高
井
戸
�
３
３
３
２

‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９

７
‐
０
１
１
０
）

問

〈15年度指定・登録文化財一覧〉
所在地名　称分　類

真盛寺（梅里１
‐1‐1）　

紙本著色四季耕作
図屏風　１双　　絵画

有形
文化財

指定
慈宏寺（宮前３
‐１‐３） 

木造日蓮上人立像
１躯　　　　　　彫刻

天桂寺（成田東 
４‐１７‐１４）　　

寛文四年銘聖観音
庚申供養塔　１基信仰

有形民俗
文化財

登録

�
紙
本
著
色
四
季
耕
作
図
屏
風

◆６月の胃がん検診◆

申込方法対  象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜日
までにハガキで杉並区医師
会胃がん検診担当（〒１６６‐
０００４阿佐谷南３‐４８‐８�
３３９２‐４１１４）へ。問い合わ
せは、健康推進課�３３９１‐
１０１５へ

３５歳以
上の区
民

６月３日
～２６日の
木・金・
土曜日
午前９時
～午前中

保健医療センタ
ー（荻窪５‐２０
‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．受診する際は、自己負担金（１０００円）がかかりますので、受診
会場でお支払いください。なお、生活保護受給世帯の方は負担金が
免除されますので、事前に申請してください。２．次の○１ ～○４ に該当
する方は、申し込みをご遠慮ください。○１ 胃の手術を受けたことの
ある方○２ 現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方
○３ 妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）○４ おおむね１年以内
に区実施の胃がん検診を受けた方。　３．ハガキ（１人１枚）に「６
月の胃がん検診」と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年
齢（１７年３月３１日現在）・受診希望日（第３希望まで）を書いてくだ
さい。申込締切日は必着。４．申し込み多数の場合は、抽選。受診の
可否・受付時間は、後日連絡します。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴

天
で
風
が
弱
く
気
温
が
高
い

と
き
に
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
区

内
一
一
九
カ
所
に
あ
る
防
災

行
政
無
線
屋
外
放
送
塔
か
ら

霧
笛
音
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
上
図 
）

　

ま
た
、区
の
施
設
や
学
校
・

薬
局
な
ど
に
「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
発
令
中
」
の
垂

れ
幕
を
掲
出
し
ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と

き
は
、
屋
外
運
動
は
控
え
、

な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
動
車
の
使
用
も
控
え
て
く

だ
さ
い
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
と
き

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
が
痛
く
な
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い

を
し
ま
し
ょ
う
。
息
苦
し
い

と
き
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で

安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
�

３
３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

公
害
対
策
係 

大
気
汚

染
テ
レ
ホ
ン
・
フ
ァ
ク
ス
サ

ー
ビ
ス
�
５
３
２
０
‐
７
８

０
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp

://w
w
w
.k
a
n
k
y
o
.m
e
t

ro
.to
k
y
o
.jp
/

（
杉
並
区
は

発
令
地
域
「
区
西
部
地
域
」 

に
属
し
ま
す
）

問

他

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

東京都保健医療情報センターひまわり�５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

平日:午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１－１５９９

�３３９８－５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

土曜日：午後１時～午後１０時
（受付は午後９時３０分まで）

（耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時

（受付は午後９時３０分まで）
（午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）【歯  科】

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９

◆国民年金◆

６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ

　老齢基礎年金の受給には、手続が必
要です。受付は誕生日の前日からです。
必要書類などについては下記にお問い
合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年
金だけで、１号被保険者期間のみの方
＝区役所国民年金課年金給付係／国民
年金の３号被保険者期間のある方、厚
生年金や共済年金に加入したことのあ
る方＝杉並社会保険事務所（高円寺南
２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３
号被保険者＝厚生年金・各種共済年金
加入者に扶養されている配偶者

問

▲木造日蓮上人立像

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

指定指定・・登登録文化財録文化財

決まりました決まりました

暴
走
自
転
車
は
凶
器
で
す
！

暴
走
自
転
車
は
凶
器
で
す
！

５月は自転車月間

15年度15年度


